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実 践 報 告

Ⅰ．はじめに

　学校や職場，家庭内での人間関係，仕事上の不
満や不安など，様々な相談を聴かせていただくな
かで，20 代，30 代の若者たちの心性，考え方の
傾向や性格の特性などを垣間見てきた。ひとこと
で言えば「幼い」「未熟」ということになるだろう。
もちろん，すべての若者がそうだというわけでは
ない。
　人生が 60 年であったころの 20 代，30 代の人
たちと比べれば，人生 80 年，90 年となった現代
では，20 歳はかつての 15 歳くらい，30 歳は 20
歳を少し過ぎたくらいに相当するともいわれてい
る。そう考えれば，まだ幼い面を多く残していて
も無理はないかもしれない。しかし，現実にそう
いう人たちと職場で一緒に働かなければならない
のだ。彼ら彼女たちをどのように理解していけば
よいのか，どのように対応すればよいのか戸惑う
人も多いのではないだろうか。
　彼らも好きでそうなったわけではないだろう。
社会の影響，家庭環境，育て方の問題などと，原
因はいろいろ考えられる。長期間にわたり面接を
続けていくと，相談者から家庭内の問題が多く語
られる。彼らの持つ「幼さ」も仕方ないと思われ
ることもたくさんある。また，そうした若者と長
く接していて感じることは，彼らが幼いながらも
何とかしたいと懸命に模索していることである。
　人間関係もうまくいかない，仕事もうまく運ば
ない。親とは話がかみ合わない。そんななかで，
それでもどこかに突破口はないかと，出口を模索
している。暗いトンネルのなかで小さな光を，目
を凝らして探しているのである。こちらがポイン
トをついた援助をすることで彼らは自信を回復

し，立ち直り，元の職場に戻り，あるいは新たな
人間関係を作っていくことができる。そこでは，
それまで彼らのなかに眠っていた能力や魅力が発
揮され，力強い生活者として歩いていくことがで
きる。
　そうした若者に対する社会の理解を増すことが
できたら，本人たちも彼らを取り巻く人たちも，
もっと生きやすくなるのではないかと思ってい
る。
　そこで本稿では，20 代，30 代の若者がどのよ
うな悩みを訴えているのか，その相談事例を紹介
することで，まずは，若者たちにみられる傾向を
浮かび上がらせてみたいと思う。
　本稿で紹介する相談事例は，実際の相談内容そ
のままではない。複数事例を組み合わせるなどの
工夫をし，本質が変わらない程度に事例を大幅に
改変し，個人の特定を避けるような配慮をした仮
想事例である。

Ⅱ．相談活動からみえる若者の特徴

1．相談できない，わからないことを聞くこと
ができない

　若者たちがよく言うのは，職場でわからないこ
とがあったり，困ったことがあったりしたとき
に，「相談する相手がいない」「気軽に聞くことが
できない」ということである。
　人間関係が苦手なタイプの人が職場で孤立して
しまい相談相手がみつからないという場合や，職
場での人間関係はそれなりにこなすが，いざ深刻
な悩みが生じたときに信頼できる相手がいない場
合など，様々なレベルがあるが，共通しているこ
とは，普段からの人間関係の浅さである。
　また，これまでは親に相談していたのだが，親
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